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は し

阪南市は、大阪府南部に位置し、1970年代以降、大阪市のベッドタウンとして急

速に開発が進み、人口も増加の一途をたどってきました。しかし、バブル経済が弾け

て以降、長引く不況により開発行為は減り、人口については、増加はしている‐ものの、

その伸びは緩やかなものとなっています。

一方、開発行為に伴う文化財調査一文化財保護法に基づく届出件数や調査件数―

は、開発行為の減少にもかかわらず、ここ数年ほぼ横ばいの状況が続いています。

本書では、個人住宅の建築に伴い、国庫補助事業として実施した発掘調査の報告を

行います。

例年のように、いずれの調査も小規模なものばかりでしたが、市内の歴史を知るう

えで、重要な調査となうています。

当教育委員会としましては、今後もこうした調査の必要性を認識し、継続してまい

りたいと考えています。

末筆にはなりましたが、調査に際し、様々な方のご協力をいただきましたことに感

謝いたします。

2003年 3月

阪南市教育委員会

教育長 川 村 一 郎

~     
和歌山県

第 1図 阪南市位置図

が き



例  言

1.本書は、阪南市教育委員会が、平成14年度国庫補助事業として計画し、生涯学習推
進課が担当した阪南市内遺跡発掘調査概要報告書である。

2。 調査は、阪南市教育委員会生涯学習推進課三好義三、田中早苗、上野仁及び松本武

志を担当として実施した。

3.本書内で示した標高は、 To P.′ であり、方位は既製の地形図などを使用したもの

を除いて磁北である。

4。 調査にあたっては、調査地の土地所有者等関係者各位の理解と協力を得た。ここに

記して感謝の意を表したい。                ヽ

5。 本書の執筆・編集は、上記の調査担当者が行なった。また、実測図等の作成は、下

記の調査従事者による。

6.本書における記録は、実測図、写真、カラースライド等に保存されている。,当教育
委員会にて保管しているので、広く活用されたい。

(調査従事者)

宇沢克之、岡本利市、平坂博司、上野高男、橋本松雄、大田敏治、坂本善成、溝上

満、和田旬世、井上祥子、井上 進、上田妙子、頭師康一郎、芝 尚幸、芝原知行、
中寺幸子、丹羽明子、廣島良子  

｀
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第 1節 尾崎海岸遺跡

(1)02-1区
a.調査の概要 (第 2～ 4図 )

調査区は、尾崎海岸遺跡の西部、現在の

海岸線より30～40mの場所に位置する。同

遺跡では、本調査区の西方約150mの地点に

おいて、1990年度に行われた調査では、庄

内期～布留期の土器とともに、大量の製塩

土器が出土している。また、これ以外の既

往の調査では、中近世期の蛸壺や土錐等の

漁労関係遺物が確認されている。調査は、

調査区内北東部に2.4m× 1.2mの トレンチを

設定して、実施した。

.基本層序は、第 1層盛土、第 2層濃茶色

砂、第 3層暗黄色砂、第 4層 明.黄茶色砂、

第 5層黄茶灰色砂の地山であった。

遺構は検出されなかったが、遺物は第 2

～ 4層から蛸壺や土錘をはじめとする土師

質土器、陶器、磁器等が出土した。

b.遺物 (第 5図 )

1～ 9は土師質土器で、 1は蛸壺、 2～

4は管状土錘、 5は小皿、 6～ 9は胞烙。

10～ 15は磁器。10～ 14は染付で、うち10は伊

万里、Hは波佐見、 12、 13も 波佐見と思われ

る。いずれも碗である。 14は皿。 15は波佐

見青磁の皿である。 16、 17は銅製品。16はか

んざし。 17は釣鐘状を呈し、中が空洞にな

っている。かんざし等装身具の飾 りの一部

分と思われるが、詳細は不明である。

3及び 4、 7～ 9、 16、 17は第 2・ 3層

から、 1及び 2、 5、 6、 10～ 15は第 4層から出土した。

第 3図 尾崎海岸遺跡02… 1区  トレンチ位置図

1 .盛土

2 濃茶色砂
3 暗黄色砂

第 4図

…

   5
(礫混)5 地山 :黄茶灰色砂

尾崎海岸遺跡02-1区

0           1m

トレンチ北側断面図

第 2図 尾崎海岸遺跡調査区位置図
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第 5図 尾崎海岸

第 2節 尾崎清水遺跡

(1)02-1区
a.調査の概要 (第 6～ 8図 )

調査区は、尾崎清水遺跡の南部に位置す

る。調査は、調査区内東部に2.8m× 2.Omの

トレンチを設定し実施した。    ′

基本層序は、第 1層盛上、第 2層耕作土t

第 3層灰茶色砂質土、第 4層明黄灰色粘質

出土遺物

第 6図
'尾
崎清水遺跡調査区位置図
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第 9図 尾崎清水遺跡02-1区 出土遺物

一
　

　

一

土、第 5層 暗灰茶色粘質土、第 6層灰色砂

質土、第 7層暗灰色粘質土、第 8層灰茶黄

色粘土の地山であった。

遺構は検出されなかったが、遺物は第 5

層から土師器や須恵器、土師質管状土錘、

瓦質有孔土錘が、第 6層 から弥生土器及び

土師器、須恵器が出土した。

b.遺物 (第 9図 )

1は土師器の皿、 2は瓦質有孔土錘で、

ともに第 5層から出土した。

(2)02-3区
a.調査の概要 (第 6・ 10ヽ H図 )

調査区は尾崎清水遺跡の北部に位置する。

調査はH.Om× 7.Omの規模で実施した。

基本層序は、第 1層耕作土、第 2層茶灰

色土、第 3層暗茶色土、第 4層淡黄灰色土

であった。今回の工事の掘削で影響がおよ

ぶ層が基本的に第 4層 までであったため、

面的な調査は、この層まで行ったらしかし、

一部で地山を確認するため、サブ トレンチ

を設定し、第 4層以下の掘削を行い、第 5

層黄色礫混粘土、第 6層灰色砂礫を確認し

た。また、第 3層 と第 4層の間で、淡灰黄

色土及び暗灰黄色土を、第 5層 と第 6層 の

間で灰黄色砂質土を調査区の一部で確認し

た。なお、一部においては、堆積 レベルの

1 盛土

2 耕作土
3灰 茶色砂質土
4 明責灰色粘質土 (マ ンガン粒混)8 地山 :灰茶責色粘±   0             1m

第 8図 尾崎清水遺跡02-1区  トレンチ北側断面図

第 7図 尾崎清水遺跡02‐ 1区  トレ
´
ンチ位置図

＝

川

朴

斗

―

第10図 尾崎清水遺跡02‐ 3区  トレンチ位置図
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 ヽ

1 耕作土
2 茶灰色土
3 暗茶色土
4 淡黄灰色土

黄色礫混粘土

灰色砂礫

淡灰責色土 0           1m

第11図 尾崎清水遺跡02‐3区  トレンチ北側断面図

関係がら掲載した断面図にみられるように、第 4層上面までの掘削となっている。

遺構は検出されなかったが、遺物は、第 2層から土師器、須恵器、製塩土器、青磁、瓦器、

土師質土器、焼土、第 3層から土師器、須恵器、黒色土器、製塩土器、瓦器、土師質土器、瓦

質土器、自磁、第 4層から須恵器、第 6層から土師器が出土している。また、第 2～ 4層から

はt後述の石器やサヌカイトが出土している。

b.遺物 (第 12図 )

1及び 2はサヌカイト製の石器。 1は石鏃、 2は石槍の未製品と思われる。 3～ 8は須恵器。

3、 4は杯蓋、 5～ 8は不身。 9～ 15は土師質土器で、 9は小皿、 10、 Hは蛸壺、12は有孔土

錘、 13、 14は管状土錘、15は紀伊型の羽釜。16～ 38は瓦器で、16～ 35は坑、36～38は小皿。39

は白磁の碗であった。

1は第 4層から、 2及びH、 15は第 2層から、それ以外の遺物は第 3層から出土した。

第 3節 下出遺跡

(1)01-2区
a.調査の概要 (第 13～ 15図 )

調査区は、下出遺跡の西端部に位置する。

調査区内に2.4m× 1.9mの トレンチを設定し

て調査を実施した。

近年の盛土以下の基本的な層序は、第 2

層耕作土、第3層淡灰褐色土、第4層茶灰

色土、第 5層淡黄茶白色土の地山の順であ

第13図

った。遺構は、土坑を 1、 ビットを 6検出した。遺物は、第 3層から土師質土器、瓦器、陶器

等が、第 4層から土師器、須恵質土器、瓦器、白土器、スサ入り焼土塊が出土した。

b.遺構 (第 15図 )
一土坑―

トレンチの中央部で検出したも長径約 1.4m、 短径約90cmを はかる。深さは約40cmで、埋土

下出遺跡調査区位置図

-5ヽ一



は、淡茶色土、暗茶色土であった。この埋

土には炭化物やスサ入 り焼土塊が多量に合

まれていたが、土坑の壁面は焼けておらず、

この炭化物等は埋没時に何らかの理由によ

り混入したものと思われる。また、埋土中

からは、瓦器、白土器、瓦質土器、土師質

土器等が出土した。中世期のものと思われ

る。

一ピットー

トレンチの北側および西側で計 6の ビッ

トを検出した。うち2つのビットからは土

師質土器が出土しているものの小片のため、

時代の詳細は不明である。しかし、前述の

土坑と異なり、炭化物等の混入は認められ

なかったことやビットのうちのひとつが、

土坑にきられていること、埋土の状況から、

すべてのビツトが中世期のもので、
‐
土坑よ

りも若干先行する時代のものと考えられる。

d.遺物 (第 16図 )

A

１

２

３

４

５

　

図５第

盛土

耕作土

淡灰掲色土

茶灰色±       6
地山 :淡黄茶白色±   7

下出遺跡ol…2区

0           1m

土坑 :淡茶色土

土坑 :暗茶色土

トレンチ平面図・断面図

図化したの
′
は、19点であった。 1～ 16は土坑から、17～ 19は第 4層から出土した。

1～ 5、 17は土師質土器の皿。 6は土師質土器の坑。 7は土師器の杯。 8及び 9は瓦器坑。

0                  1ocm

第16図 下出遺跡01¨2区 出土遺物
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1 盛±    4 茶色±     6       、

2 耕作±   5 茶黒色土 (1～ 2cmの風化礫混)0           1m
3 灰茶色±  6 地山 :黄色土 (礫混 )

第17図 下出遺跡02‐ 1区  トレンチ南側断面図

10は瓦器皿。H～ 15、 18は白土器の皿もしく

は坑。16は瓦質の摺鉢。19は東播系須恵質土

器のこね鉢。 6お よび10は二次焼成を受け

ていると思われる。

(2)02-1区
a.調査の概要 (第 13014デ 17図 )

調査区は下出遺跡の西端部に位置する。

調査区内に2.5m× 1.4mの トレンチを設定し

て調査を実施した。

近年の盛土以下の基本的な層序は、第 2

層耕作土、第 3層灰茶色土、第 4層茶色土、

第 5層茶黒色土、第 6層黄色土の地山であ

った。

遺構は検出されなかったが、遺物は第 3

層から土師質土器、瓦器t瓦質土器、陶器

が出土した。これらの遺物は、いずれも細

片のため、図化していない。

第 4節 馬川遺跡

(1)02-1区

a。 調査の概要 (第 18～20図 )

調査区は、馬川遺跡の北部に位置する。

調査は、調査区内北東部に2.5m× 1.5mの ト

レンチを設定し実施した。

第18図 馬川遺跡調査区位置図

1 盛±      15 暗灰黄茶色粘質土

2 耕作±      6 地山 :灰黄色土

3 淡灰責色砂質±  7 濃茶灰色粘質土
4 灰黄茶色粘質土

第20図  馬川遺跡02‐ 1区  トレンチ西側断面図

参 トレンチ

01-2区

第14図 下出遺跡01‐2区・02‐ 1区  トレンチ位置図

-7-



第19図 馬川遺跡0211区・02‐2区  トレンチ位置図

＝
川

や

＋

ヽ
―

.基
本層序は、第 1層盛土、第 2層耕作土、

第 3層淡灰黄色砂質土、第 4層灰黄茶色粘

質土、第 5層暗灰黄茶色粘質土、第 6層灰

黄色土の地山であった。

遺構は検出されなかったが、遺物は第 3

層から須恵器、瓦器、土師質土器、第 4層

から須恵器、土師質土器が出土した。

(2)02-2区
a.調査の概要 (第 18019・ 21図 )

調査区は、馬川遺跡の北部に位置する。

調査は、調査区内に2.9m× 1.9mの トレンチ

を設定し、実施した。

基本層序は、第 1層盛土、第

2層耕作土、
'第
3層淡青灰色砂

質土、第 4層明茶灰色土、第 5

層淡灰黄色砂質土、第 6層灰黄

茶色粘質土、第 7層暗灰黄茶色

粘質土、第 8層濃茶灰色粘質土、

であった。今回の工事での掘削

の影響を受けるのは第 8層まで

であったため、面的な調査はこ

の層までにとどめた。なお、 ト
レンチ内にサブ トレンチを設定

盛土

耕作±     5 淡灰黄色砂質土

淡青灰色砂質±  6 灰黄茶色粘質土 (マ ンガン粒混) 9 淡橙灰色砂質土

第21図  馬川遺跡02‐2区  トレンチ西側断面図

4 明茶灰色土 7 暗灰黄茶色粘質土
8 濃茶灰色粘質土

0  ヽ              10cm

出土遺物

ツ
第22図 馬川遺跡02-2区

-8-
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し、以下に第 9層淡橙灰色砂質土を確認したが、地山を確認するにいたらなかった。

遺構は検出されず、遺物は第 506層から瓦器や青磁、土師質土器等が、第 7層から土師器、

須恵器、製塩土器、第 8層から弥生土器、土師器、須恵器、製塩土器が出土した。

b.遺物 (第22図)   '
1は青磁碗で、第 5・ 6層から出土した。 2は土師質有溝土錘で、第 7層から出土した。 3、

4は須恵器で、 3は不身、 4は器台。ともに第 8層から出土した。

第 5節 黒田遺跡

(1)01-1区
a.調査の概要 (第23～25図 )

調査区は、黒田遺跡の東端部に位置する。

調査は、調査区内に2.1× 1.Omの トレンチを

設定し、調査を実施した。

基本層序は、第 1層盛土、第 2層暗茶色

粘質土、第 3層暗茶灰色土、第 4層茶灰色

砂質土、第 5層黄灰色土の地山であった。

なお、今回の土木工事による影響を受ける

のは、この 4層 の一部までであったため、

4層 については、完全に掘削を行っていな

い。       .         .

遺構は検出されなかったが、遺物は第 2

層から蛸壺や胞烙をはじめとする土師質土

器、
｀
瓦、陶器、磁器、焼土、第 3層から磁

器、焼土が出土した。

b.遺物 (第26図 )

1は 白磁で、碗の高台部と思われる。 2

～ 4は土師質土器で、 2は蛸壺、 3は胞烙、

4は湊焼の甕。 5～ 10は陶器で、 5は丹波

の摺鉢、 6～ 8は京焼風坑、 9は肥前系坑、

10は外面に緑釉が施された肥前緑釉の坑で

である。H～ 13は染付で、Hは碗、 12、 13は

皿であった。すべて第 2層から出土した。

lt二
[:こII:III:lll≧≧ミ|〒J

E5」
1 盛±        4 茶灰色砂質土 (マ ンガン粒混)

:磨 棄晨曽量
土 暉測 ヽ 伽 :黄灰餞

第25図  黒田遺跡01‐ 1区  トレンチ西側断面図

第23図  黒田遺跡調査区位置図

第24図 黒田遺跡01‐ 1区  トレンチ位置図
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第 6節 黒 田南遺跡

(1)02-1区
a.調査の概要 (第 27～29図 )

調査区は、黒田南遺跡の北端部に位置す

る。調査は、調査区内に2.7m× 1。4mの トレ

ンチを設定し実施した。

基本層序は、第 1層盛土、第 2層耕作土、

第 3層茶灰色砂質土、第 4層暗茶灰色粘質

土、第 5層暗灰茶色砂質土、第 6層′暗灰色

粘質土、第 7層橙灰色粘土の地山であった。
,

遺構は検出されなかったが、遺物は第 3

層、第 4層のそれぞれから土師器及び瓦器

が、第 5層 から土師器、瓦器、土師質土器 .

が出土した。

(2)02-3区
a.調査の概要 (第 27・ 30・ 31図 )

調査区は、黒田南遺跡の南東部に位置す

る。調査は、調査区内南部に2.2m× 1.8mの

10cm

第26図 黒田遺跡01… 1区 出土遺物

第27図 黒田南遺跡・禅光寺 (蓮池)遺跡調査区位置図
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盛±            5 暗灰茶色砂質土

耕作±           6 暗灰色粘質土

茶灰色砂質±        7地 山 :橙灰色粘土

暗茶灰色粘質土 (マ ンガン粒混 )

第29図  黒田南遺跡02… 1区  トレンチ西側断面図

1 盛土
2 耕作土

第28図 黒田南遺跡02‐ 1区 、トレンチ位置図
3 青灰色土 (淡茶色土混 )
4 地山 :淡黄灰色粘質土 (マ ンガン粒混 )

第31図  黒田南遺跡02-3区

0           1m

トレンチ西側断面図

１
月
生
―
十
１

神光寺 (蓮池)遺跡

神光寺 (蓮池)遺跡

第30図 神光寺 (蓮池)遺跡・黒田南遺跡  トレンチ位置図
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トレンチを設定して実施した。

基本層序は、第 1'層盛土、第 2層耕作土、第 3層青灰色土、

あった。遺構は検出されなかったが、遺物は須恵器、土師器、

る。              ｀

第 4層淡黄灰色粘質土の地山で

瓦器が第 3層から出土してい

第 7節 神光寺 (蓮池)遺跡

(1)02-1区
a.調査の概要 (第 27・ 30・ 32図 )

調査区は、神光寺 (蓮池)遺跡の北部に

位置する。調査は、調査区内北部に2.念m×

1.5mの トレンチを設定し実施した。

基本層序は、第1層盛土、第2層耕作土、

(2)02-3区
a.調査の概要 (第 27・ 30・ 33図 )

調査区は、神光寺 (蓮池)遺跡の北部に

位置する。調査は、調査区内北部に2.9m×

1.5mの トレンチを設定して実施した。

基本層序は、第 1層盛土、第 2層耕作土、

第 3層青灰色土、第 4層橙色土の地山であ

った。

遺構、遺物は検出されなかった。

第 8節 向出遺跡

(1)02-1区
a.調査の概要 (第 34～36図 )

調査区は、向出遺跡の西部に位置する。

調査は、調査区内に1.6m× 1.4mの トレンチ

を設定し実施した。

基本層序は、第1層盛土、第2層耕作土、

2 耕作土
3 灰色砂質土

第32図 神光寺 (蓮池)遺跡02-1区

0           1m

トレンチ西側断面図

第 3層灰色砂質土、第 4層橙色土の地山であっ

た。

遺構は検出されなかったが、遺物は第 3層 より土師質土器が出土した。

2 耕作土
3 青灰色土 (淡茶色土混 )
4 地山 :橙色土

第33図 神光寺(蓮池)遺跡02‐3区

0           1m

トレンチ東側断面図

第34図  向出遺跡調査区位置図
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盛土

耕作土

暗茶灰色土

淡灰茶色砂質土

地山 :暗茶色小礫混土

清 :淡灰茶色土

第36図  向出遺跡02‐ 1区  トレンチ北側断面図

第 3層暗茶灰色土、第 4層淡灰茶色砂質土、第 5層暗茶色小礫混土の地山であった。

遺構は第 3層上面で溝を検出した。
・
第 3層から陶器が出土していることから、近世期以降の

ものと考え、られる。遺物は第 3層から陶器、焼土が出土した。

第 9節 高田遺跡

(1)02-1区
a.調査の概要 (第37～39図 )

調査区は、高田遺跡の南部に位置する。

調査区内に3.Om× 1.5mの トレンチを設定し

て行った。

近年の盛土以下の基本的な層序は、第 2

層耕作土、第 3層灰色砂質土、第 4層灰色

粘質土、第 5層黄褐色粘土の地山であった。

遺構は、溝を 1検出した。遺物は、土師

質土器、瓦器、陶器が第 4層から出土した

が、いずれも細片のため、図化 し得なかっ

た。

b.遺構 (第39図 )
一

溝

一

第 5層上面で検出した。幅 1。2m以上をは

かり、東西方向.に流れる。深さ約20cmで、

埋土は暗灰茶色土および明灰褐色粘質土で

あった。遺物は出土していない。

第37図  高田遺跡調査区位置図

第38図  高田遺跡02-1区  トレンチ位置図

-13-



1 盛土
2 耕作土
3 灰色砂質土
4 灰色粘質土
5 地山 :黄掲色粘土
6 清 :暗灰茶色土
6 清 :明灰掲色粘質土

‐

ヽ

い

へ

、

ＴＴ

＝

　ヽ　　　　　　　　寸　　　　　　　　́

第39図 高田遺跡02-1区

0           1m

トレンチ平面図・断面図   |

第10節 鳥取遺跡

(1)02-1区   ノ   l
a.調査の概要 (第40～42図 )

調査区は、鳥取遺跡の中央部に位置する。

調査は、調査区内に2.6m× 1.7mの トレンチ

を設定し実施した。

基本層序は、第 1層盛土、第 2層灰茶色

土、第 3層茶灰褐色礫混土、第 4層褐茶黄

色土の地山であった。遺構、遺物ともに検

出されなかった。

第40図 鳥取遺跡調査区位置図

1 盛土
2 灰茶色土
3 茶灰褐色礫混土
4 地山 :掲茶黄色土

第42図 鳥取遺跡02‐ 1区

-14-
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第41図 鳥取遺跡02¨ 1区  トレンチ位置図

第11節 西鳥取遺跡                    
´

(1)02-2区
a.調査の概要 (第43～45図)                           {
調査区は、西鳥取遺跡の中央部に位置する。調査は、調査区内に 3カ 所のトレンチを設定し、

実施した。

基本層序は、第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層灰褐色砂質土、第 4層は明黄灰色土の地山

であった。遺構は、土坑を 1検出した。遺物は、第 2層から土師質土器が、第 3層から土師質

土器及び磁器が出土した。

第43図 西鳥取遺跡調査区位置図 第44図

-15-



へ 1 lm

:震稽産砂饂   9    Ⅲ
4 地山 :明黄灰色土
5 土坑 :灰褐色砂質土 (暗灰色粘土混 )

第45図 西鳥取遺跡02-2区 3ト レンチ平面図・断面図

第12節 箱作今池遺跡

(1)02ヽ-1区

a.調査の概要 (第47～49図 )

調査区は、箱作今池遺跡の北西部に位置

する。調査は、調査区内に2.8m× 1.3mの ト

レンチを設定し、実施した。

基本層序は、第 1層盛土、第 2層褐色砂

質土、第 3層暗灰茶色砂質土、第 4層黄茶

灰色土の地山であった。遺構は検出されな

かったが、
′
遺物は、土師質蛸壺が出土した。

0                   1ocm

第46図 西鳥取遺跡02…2区 出土遺物

b.遺構 (第45図 )
二土坑一

3ト レンチの北側、第 4層上面で検出し

た。埋土は灰褐色砂質土で、遺物は検出さ

れなかった。

c.遺物 (第46図)       '
1は磁器で、波佐見の皿。 2ト レンチの

第 3層から出土した。       _

ヒ
=IIIII======互

IIIIIIIttI=万 /550点

第47図 箱作今池遺跡調査区位置図

＝
洲

■
＋

―

1 盛±        4 地山 :黄茶灰色土

2 掲色砂質土
3 暗灰茶色砂質土

第49図 箱作今池遺跡02‐ 1区

0           1m

トレンチ東側断面図

作今池遺跡02‐ 1区  トレンチ位置図
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(2)02-2区
a.調査の概要 (第 47・ 50051図 )

調査区は、箱作今池遺跡の南

部に位置する。調査は、調査区

内にA～ Jの 10カ 所の トレンチ

を設定し、実施した。

基本層序は、第 1層盛土、第

2層耕作土、第 3層暗茶灰色土、

第 4層橙色土、第 5層灰黄色土、

第 6層灰黄色土、第 7層淡黄灰

色土の地山であった。

遺構は検出されなかったが、D

及びE、 G～ J′トレンチの第 6層

以下で、黄茶灰色礫混土、暗灰黄

色土、褐灰茶色土等をはじめとする層が確認された。これらの層は、本調査区の周辺部における

既往の調査で、確認されている大溝の埋土の堆積に類似しており、その大溝の一部と考えられる。

遺物は、第 3層から青磁、黒色土器、陶器、磁器、鉄釘等が、第 4層からサヌカイト、土師

器、瓦器ヾ土師質土器、磁器が、第 5層からサヌカイト、瓦器、瓦質土器、土師質土器、磁器

が、第、6層から土師質土器、陶器、磁器が出土した。大溝の埋土と考えられる層からは、須恵

器、白土器、瓦器、土師質土器、陶器が出土している。

be遺物 (第 52図 )

1はサヌカイト製の石鏃。2～ 6は瓦器で、うち3～ 5は婉で、 6は小皿。7は陶器の壺。

8～ Hは磁器で、 8は伊万里の碗。 9及び10は波佐見の碗。Hは波佐見青磁の香炉である。12

は鉄釘。 2、
.5、
 6、 8、 12は第3層から、 1、 9は第4層から、 3、 Hは第5層から、 4、

10は、第6層から出土した。7は大溝の埋土と考えられる褐灰茶色土から出土した。

―(炒
― ―ィ

6
0 1

0                  5cm

第50図 箱作今池遺跡02-2区  トレンチ位置図

0                   1ocm
|

出土遺物

丁 《ガヽ ＼:

第52図 箱作今池遺跡02¨2区
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Bト レンチ 南側断面図

可
―  ′

|

|

|

1200m

Hト レンチ 南側断面図

|ト レンチ

」トレンチ 東側断面図

9

10

11

12

13

14

15

16

盛土

耕作土

暗茶灰色土

橙色土

灰黄色土 (マ ンガン粒混 )

灰黄色土

地山 :淡黄灰色土

地山 :黄灰色土

地山 :掲灰黄色粘土

黄茶灰色礫混土

明掲灰色礫混土

暗灰黄色土

明褐灰色粘土

暗灰黄茶色土

掲灰茶色土

暗灰色粘土

第51図 箱作今池遺跡02‐2区
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第13節
'田
山遺跡

(1)02-1区
a.調査の概要 (第 53～55図 )

調査区は、田山遺跡の西部に位置する。調査は、調査区内西部に2.5m× 1.5mの トレンチを

設定し、実施した。

基本層序は、第 1層褐灰色砂質土、第 2層暗黄灰色礫混土、第 3層淡黄褐色土の地山であっ

た。

遺構は検出されなかったが、遺物は第 1層 より土師質蛸壺が出土した。

m :覧百T最讐信き土
"ン
ガン糊

第55図  田山遺跡02-1区  トレンチ西側断面図

田山遺跡調査区位置図

＝
川
汁
＋
―

第54図 田山遺跡02¨ 1区  トレンチ位置図
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ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な コ  ー  ド JL    糸草 東   経
調査期間

調査面積

m
調査原因

所  在 、 地 市町村番号遺跡番号
ん
岸
［
海
勧
崎
お
尾

はんなんじおざきちょう

阪南市尾崎町 27232 65 34° 21′ 42″ 135° 14′ 33″ 020430 2.9 住  宅
ず
水
」
清
識
崎
お
尾 同 上 27232 68 34° 21′ 37″ 135° 14′ 51″ 020926 5.6 住  宅

同 上 同 上 27232 68 34° 21′ 40″ 135° 14′ 47″
030116
～030203 70。 0 住  宅

し  も  い  で

下 出
て
出
』
下
れ
市
な
南
Ｍ
阪 27232 66 34° 21′ 19″ 135° 14′ 04″ 020212 4.6 住  宅

同 上 同 上 27232 66 34° 21′ 19″ 135° 14′ 02″ 021206 医
Ｊ
０
０ 住  宅

う ま が  わ
馬    り|| 同 上 27232 39 34° 21′ 30″ 135° 14′ 57″ 020805 3.8 住  宅

同 上 同 上 27232 39 34° 21′ 30″ 135° 14′ 59″ 030121 5.5 住  宅
だ
田

く
黒

だ
田

ろく
黒れ市

薇
南
は
阪 27232 67 34° 21′ 11″ 135° 14′ 37″ 020213 2。 1 住  宅

み
南
な

海
田

く
黒

はんなんじとっとりなか

阪南市鳥取中 27232
Ｅ
Ｊ 34° 21′ 03″ 135° 14′ 34″ 020605 3.8 住  宅

同 上 同 上 27232 瞑
Ｊ 34° 20′ 53″ 135° 14′ 28″ 021008 4.0 住  宅

じんこうじはすいけ

神光寺(蓮池)
詢
取
つ
鳥

と

　

′

れ
市
な
南脇阪 27232 20 34° 21′ 52″ 135° 14′ 29″ 020423 4.2 住  宅

同
'

上 同 上 27232 20 34° 21′ 52″ 135° 14′ 29″ 020808 4.4 住  宅
で
山
山

む
向 織制柏̈』囲 27232 43 34° 20′ 49″ 135° 15′ 26″ 020610 2.2 住  宅

だ
田

ｉ
品 織制柏̈』囲 27232 70 34° 20′ 44″ 135° 15′ 46″ 021127 4.5 住  宅
と っ と り

鳥   取
詢
取
つ
島

と

　

′

れ
市
な
南』阪 27232 ０

０
瞑
Ｊ 34° 21′ 01″ 135° 14′ 20″ 021212 4.4 住  宅

り
取

ととっ
鳥

に
西 同 上 27232 56 34° 20′ 50″ 135° 14′ 00″ 021015 9。0 店舗付住宅

はこつくりいまいけ

箱 作 今 池
”
作
“
箱
開
市
れ
南
Ｍ
阪 27232 24 34° 20′ 18″ 135° 12′ 45″ 020408 3.6 住  宅

同 上
初
作
“
箱
開
市
れ
南
脱
阪 27232 24 34° 20′ 13″ 135° 13′ 20″

021121
～021211 150。 0 住  宅

ま
山

やた
田

の
作
“
箱
囃
市
れ
南
脱
阪 27232 22 34° 20′ 08″ 135° 12′ 24″ 020529 3.8 住  宅
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

尾 崎 海 岸 散布地 不   明 土師質土器、陶器、磁器、鋼製品

尾 崎 清 水 同  上 不   明
土師器、須恵器、土師質管状土錘、瓦質有

孔土錘

同 上 同 、上 不   明

サヌカイト、土師器、須恵器、黒色土器、製塩

土器、瓦器、土師質土器、瓦質土器、青磁、

自磁、焼土

下 出 同  上 不   明 土坑、ピット
土師器、須恵質土器、瓦器、自土器、陶器、

スサ入り焼土 ,

同 上 同 上 不   明 瓦器、土師質土器、瓦質土器、陶器

馬 同  上 不   明 須恵器、瓦器、土師質土器

同 上 同  上 不   明
弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、製塩土器、

白磁、土師質土器

黒 田 同  上 不   明 土師質土器、瓦、陶器、磁器、焼土

黒 田 南 同  上 不  明 土師器、瓦器(土師質土器

同 上 同 上 不  明 土師器、須恵器、瓦器

神光寺(蓮池) 同 上 不  明 土師質土器

同 上 同 上 不  明

向 出 同  上 不   明 陶器、焼土

一昌 田 同  上 不   明 溝 土師質土器、瓦器、陶器

′鳥 取 同'上 不   明

西 鳥 取 同  上 不   明 土坑 土師質土器、磁器

箱 作 今 池 同  上 不   明 土師質土器

同 上 同  上 不   明
サヌカイト、土師器、須恵器、青磁、黒色土器、

自土器、師質土器、瓦質土器、陶器、磁器

田 山 同 上 不   明 土師質土器
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版

１

尾崎海岸遺跡02‐ 1区  トレンチ全景 (東より)

尾崎清水遺跡02‐ 1区  トレンチ全景  (南より)

尾崎清水遺跡02‐3区  トレンチ全景  (北より)
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::群:|
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下出遺跡01-2区  トレンチ全景  (東より)

下出遺跡01-2区 土坑 南断面

下出遺跡02-1区  トレンチ全景  (西より)
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馬川遺跡02‐ 1区  トレンチ全景  (北より)

馬川遺跡02‐2区  トレンチ全景

トレンチ全景黒田遺跡01… 1区
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黒田南遺跡02… 1区  トレンチ全景  (南より)

黒田南遺跡02‐3区  トレンチ全景  (南より)

トレンチ全景(蓮池)遺跡02-1区
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神光寺 (蓮池)遺跡02‐ 3区  トレンチ全景  (北より)

向出遺跡02‐ 1区 トレンチ全景  (西より)

高田遺跡02‐ 1区  トレンチ全景  (北より)
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鳥取遺跡02‐ 1区  トレンチ全景  (北より)

西鳥取遺跡02‐2区  トレンチ全景  (南より)

箱作今池遺跡02‐ 1区  トレンチ全景  (南より)
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箱作今池遺跡02-2区  Bト レンチ (北より)

箱作今池遺跡02‐2区  Eト レンチ  (北 より)

一　　，一一ギ一ヽ

年
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・

箱作今池遺跡02…2区  Hト レンチ  (北 より)
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箱作今池遺跡02‐2区  |ト レンチ  (北より)

箱作今池遺跡02‐2区  」トレンチ  (北より)

トレンチ全景田山遺跡02‐ 1区
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尾崎海岸遺跡02‐ 1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡02‐1区 出土遺物

勒
魃

′・

・

尾崎海岸遺跡02‐1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡02‐1区 出土遺物 尾崎海岸遺跡02‐1区 出土遺物
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i撼

尾崎海岸遺跡02‐1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡02‐ 1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡02‐ 1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡02‐1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡02‐1区 出土遺物

尾崎清水遺跡02‐1区 出土遺物
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7‐

尾崎清水追跡02‐3区 出土遺物

尾崎清水遺跡02‐3区  出土遺物 尾崎清水遺跡02‐3区 出土遺物

鶏
尾崎清水遺跡02‐3区  出土遺物

尾崎清水遺跡02‐3区 出土遺物
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尾崎清水遺跡02‐3区 出土遺物

尾崎清水遺跡02‐3区  出土遺物

尾崎清水遺跡02‐3区 出土遺物

尾崎清水追跡02‐3区 出土遺物

尾崎清水遺跡02‐3区 出土遺物

尾崎清水遺跡02‐3区 出土遺物

下出遺跡01‐2区 出土遺物



図

版

１３

ツ

下出遺跡01‐2区 出土遺物

下出遺跡01‐2区 出土遺物

7Ⅲ

＼ヽ

下出遺跡01‐2区 出土遺物

下出遺跡01‐2区 出土遺物

漁

下出遺跡01‐2区 出土遺物
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下出遺跡01-2区 出土遺物

下出遺跡01‐ 2区 出土遺物

馬川遺跡02‐2区  出土遺物 馬川遺跡02‐2区 出土遺物
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黒田遺跡01‐1区 出土遺物
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黒田遺跡01‐1区 出土遺物 黒田遺跡01‐ 1区 出土遺物

黒田遺跡01-1区  出土遺物 黒田遺跡01-1区  出土遺物
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西鳥取遺跡02‐2区 出土遺物

箱作今池遺跡02‐2区 出土遺物

箱作今池遺跡

02-2区

出土遺物
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． 箱作今池遺跡
02‐2区

出土遺物

箱作今池遺跡02-2区  出土遺物

箱作今池遺跡02-2区 出土遺物箱作今池遺跡02‐2区 出土遺物
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